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学校番号 ２６ 学校名 宇都宮市立清原南小学校 

 

令和２年度 学校経営計画 

１ 教育目標 

（１） 基本目標 

人間尊重を基盤に，知・徳・体の調和の取れたたくましい児童の育成を目指し，日本の伝統や文

化を大切にし，平和な国家の形成者として，２１世紀を担う心身ともに健康で心豊かな子どもを育成

する。 

（２）具体目標（具体的な児童生徒像など） 

 「たくましく，思いやりがあり，よく学ぶ子の育成」 

 

２ 学校経営の理念 

恵まれた自然環境と，１４４年の長い歴史と伝統を有する本校に勤務することに誇りと責任

を持ち，子どもへの愛と同僚との和をもって児童・保護者・地域の方々と共に歩み，自らの資

質を高めるとともに自己変革に努め，教育目標達成のために全力を尽くす。 

  また，先人に感謝しつつ，母校への誇りと自分の尊厳を高めるような教育活動を展開し，子

どもたちに「未来を拓く人間力」を身に付けるため，学び合う集団の育成に取り組む。そのた

めに，児童・教職員・保護者・地域が連携し，多様な活動を通して地域に開かれた信頼される

学校づくりを推進する。 

   

３ 学校経営の方針 

１ 地域に開かれ地域と共にある学校づくりの推進 

２ 学び続ける教職員として資質とチーム力の向上 

３ 成長し続ける基盤となる知徳体のバランスのとれた力の育成 

４ 新たな時代を生きるために必要な資質・能力の育成 

５ 多様な教育的ニーズに対応した指導・支援の充実 

６ 教育の重点化，ICTの活用，協働体制の確立による教育の効率化と教職員の働き方改

革の推進 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）  日本国憲法，教育基本法，学校教育法，同施行規則，新小学校学習指導要領等の法令並

びに栃木県教育委員会の方針「とちぎ教育振興ビジョン」，宇都宮市教育委員会の「第２次

宇都宮市学校教育推進計画」「第２次宇都宮市学校教育スタンダード」「令和２年度指導の

重点」を踏まえて，公教育の立場を堅持し本校の教育目標達成のため，調和と統一ある教

育課程を編成する。 

（２）  各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点

で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列して，それぞれが充実した調和と

統一ある教育課程を編成する。 

[清原地域学校園教育ビジョン］ 

 自己を見つめ，自己のよさを生かした夢の実現に向けて，主体的に取り組む児童生徒の育成 

             ～人との豊かなかかわりを通して～ 

 



（３）  「うつのみや学校マネジメントシステム」の結果を受け，本年度の学校教育目標・学校

経営の方針を踏まえて，実態に応じた指導が計画的に行われるようにし，PDCA サイクル

を確立して改善を図る。 

（４） 「地域とともにある学校」作りを推進するため，地域の特性や願いをもとに児童に必要な

資質・能力を明確にし，地域の人的・物的資源を活用して，社会に開かれた教育課程を編

成する。 

 

５ 今年度の重点目標（「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○） 

（１） 学校運営 

・チーム及び個人のスキルアップを図る中で，学校運営への積極的な参画を目指す。 

○清原地区地域学校園構想と小中一貫教育としての取組に基づき，体験活動や読書活動な

どを通して，児童の「生きる力」を育む。 

 ・協働と分業のバランスを見極め，時間の効率化と質の向上を目指して業務の見直しを推

進し，児童と向き合う時間の充実を図る。 

・地域の教育力や資源を活用し，教職員の働き方改革を推進するとともに，活力ある教育

活動を行う。 

  

（２）学習指導 

 ・児童に明確な課題意識を持たせ，各教科の「見方・考え方」を働かせて課題にじっくり

取り組める発問や学習活動を工夫する。 

・伝え合い高め合える学級集団の育成に努めるとともに，協働して課題に取り組む態度を

養う。 

・図書を効果的に活用し，必要な情報を得たり，知的好奇心を高めたりする児童の育成に

努める。 

・新たな時代を生き抜くために必要な ICT 活用能力や国際理解力の育成，郷土学習の充

実を図り，教科横断的な視点にたった資質・能力の育成に努める。 

・自主的な家庭学習への取り組みを奨励するとともに，家庭への啓発を図る。 

 ・積極的な授業公開等を通して児童の学習上の課題解決の手口を考えたり，効果的な取り

組みを共有したりし，資質の向上と学び合う教師集団の育成を図る。 

  

（３）児童生徒指導 

・児童の参画型の行事運営や自主的な児童活動を推進して児童の主体性やたくましさを

育て，自ら判断し行動する児童の育成を図る。 

・異学年交流活動を推進し，児童のリーダーシップ及びフォロアーシップ，自己肯定感

の醸成を図る。 

・学級経営力を高めるとともに多様なニーズに応じた支援を行って，全ての児童にとっ

て居がいのある学級作りに取り組む。 

 

（４）健康（体力・保健・食・安全） 

        ・「体力向上」「保健教育」「食育」「安全教育」の有機的な関連を図り，健康に生活できる

心身の育成を目指す。 

・自ら積極的に運動し，健康でたくましい心と体をつくろうとする児童の育成を図る。 

    〇組織的計画的な部会運営を推進し，効果的な指導を実践する。 

 

 



６ 学習指導，児童生徒指導，健康（体力・保健・食・安全）に関する取組  

※ 様式２～４参照 

 

７ 特色ある学校づくり等に関する取組 

（１） 育てたい資質・能力 

○ 本とのふれあいを通して，豊かな情操を育むとともに，確かな情報収集・処理能力を

育成する。 

・読書習慣の形成  ・表現力や想像力の高まり ・興味関心の高揚  

・情報収集力・情報処理能力の伸長 

○ 地域とのふれあいを通して，地域の人・自然・社会への愛着心を育み，一体感を形成す

る。 

・勤労生産活動 ・自然体験 ・交流活動 ・多様な体験活動 ・施設の活用 

・地域人材・地域教材学習  ・ボランティア精神の涵養  

○ 人とのふれあいを通して，人との融和感・連帯感を醸成する。 

・協力する心 ・思いやり ・リーダーシップ，フォロアーシップの育成  

・きまりの遵守 ・集団の楽しさの理解 ・自主性の育成  ・体力の向上   

 

（２）具体的取組（提案型予算「頑張る学校プロジェクト」に関する取組には文頭に◇） 

  本とのふれあい 地域とのふれあい 人とのふれあい 

清
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徳
・
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活
・
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・朝の読書 

◇読み聞かせ 

・共読 

◇司書ブックトーク 

・読書週間 

・学級文庫の充実 

・図書室の活用 

・必読図書 

(チャレンジ読書) 

・公立図書館との

連携 

・辞書の活用  

・調べ学習 

 

◇勤労生産的行事 

◇田植え・稲刈り・農園活動 

◇地域クリーン活動 

・水辺の楽校 等 

・地域素材の教材化 

・農業大学 

・清原工業団地 

・果樹園 

◇地域人材・「街の先生」の活用 

・学習ボランティア 

・教材作成ボランティア 

・読み聞かせ（南風） 

・キャリア教育「夢実現教室」 

・地域と連携した各種行事 

・運動会 

・清南まつり 

・感謝の会 

・ふれあい給食 等 

◇縦割り班活動の推進 

・清掃・給食 

・集会活動 

・業間共遊 

◇体力や運動技能の向上 

・体力作り月間 

・業間時の活用 

・縦割り共遊 

・持久走大会 

・長縄大会 

・各委員会活動 他 

◇あいさつ運動 

・児童会・地域 

・家庭との連携 

・親子奉仕活動 

・親子給食 

・親学講座 

 

８ 本市の重点施策・事業との関連 

（１）地域とともにある学校づくり（「魅力ある学校づくり地域協議会との連携・協働を含む」） 

   ① 基本的考え 

児童の地域活動への参加を通して，学校・保護者・地域が相互に関わり合える関係性

の構築を図る。顔の見える関係作りによって児童の安全確保や地域への愛着，自己肯定

感の醸成及び地域の協力者の生き甲斐づくりに取り組む。 



  

    ② 主な取り組み 

・ 南部地区総ぐるみあいさつ運動の実施（月１回 児童・地域総出のあいさつ運動） 

    ・ 地域行事への児童の積極的参加（体育祭・文化祭・どんど焼き） 

    ・ 児童の奉仕的活動による地域への参画（地域クリーン活動） 

（２） 小中一貫教育・地域学校園  

①  基本的考え 

学校園運営委員会のもと「学力向上」「特色ある学校作り推進」の部会をおき，更に

その下に「教科教育」「宮っ子心の教育」「宮・未来キャリア教育」「元気アップ教育」

の各委員会を置く。各活動を通して，中学校や地域人材と連携し，人との豊かな関わり

の中で，将来に夢をもち夢の実現のために主体的に取り組む児童を育成する。 

②  主な取り組み 

・地域学校園あいさつ運動（中学生が小学校の朝のあいさつ運動に参加） 

     ・６学年「夢実現教室の実施」（キャリア教育） 

     ・小中共通の「授業の視点」を明らかにした授業研究の実施 

     ・中学校教諭による 6年生への「乗り入れ授業」の実施 

（３）不登校対策 

① 基本的考え 

学級等集団における児童の居場所づくりを通して，自己肯定感や集団への帰属意識

の向上を図り，全職員による組織的・計画的な支援を行うことで，不登校の解消を図る。

また，集団づくりの基盤として，児童一人一人に「できる」「分かる」授業を提供し，

基礎学力の保証をする。更に，家庭や関係機関と随時連携し，情報共有していく。 

② 主な取り組み 

・情報の共有と個別の支援計画の作成 

・ハートタイムや各種アンケート実施による予防的開発童指導の推進 

・月に一度の全職員での児童指導情報交換会の実施 

・必要に応じたケース会議の開催とチーム支援体制の構築 


